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研究成果の概要：どのような要因によって国際労働移動がしょうじ，国際労働移動が自国人労

働者や自国企業にどのような影響をおよぼすか，国際労働移動が情報の非対称性とどのように

かかわっているか，外国人労働者の非合法雇用や超過滞在にたいする制裁が効果的であるかど

うかなどを，効率賃金仮説を仮定した類似のモデルをもちいて明らかにした． 
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                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005年度 600,000 0 600,000 
2006年度 600,000 0 600,000 
2007年度 600,000 180,000 780,000 
2008年度 800,000 240,000 1040,000 
  年度  

総 計 2600,000 420,000 3020,000 
 
 
研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：経済学・理論経済学 
キーワード：国際労働移動，効率賃金仮説，小国開放マクロ経済モデル，2国マクロ経済モデ

ル，合法外国人労働者，非合法外国人労働者，情報の対称性，情報の非対称性，送金 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)国際間で移動する労働者が増加してきて
いる． 
(2)国際労働移動の研究が欧米の研究者によ
って盛んに研究されるようになり，労働経済
学の主要な研究テーマの1つとなってきてい
る． 
(3)少子高齢化等により日本への外国人労働
者受け入れの是非にかんする議論が活発に
なってきている． 
 
２．研究の目的 
マクロ経済モデルをもちいて国際労働移動
にかかわる主要な問題を理論的に分析する

こと． 
 
３．研究の方法 
効率賃金仮説を仮定した開放マクロ経済モ
デルをもちいた国際労働移動のモデル分析． 
 
４．研究成果 
効率賃金仮説を仮定した類似のモデルをも
ちいて，国際労働移動をしょうじさせる要因，
自国人労働者や自国企業におよぼす影響，国
際労働移動と情報の非対称性との関係，外国
人労働者の非合法雇用や超過滞在にたいす
る制裁の効果などの国際労働移動に関する
主要な問題を明らかにし，成果を著書3冊（う



ち単著2冊）にまとめ，国際学会で7回発表し
た． 
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